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奈良県立医科大学では、優れた研究成果を挙げた女性研究者を顕彰することにより、その研究意欲を高め、将来の学術研究を担
う優秀な女性研究者の育成及びこれによる男女共同参画の促進等に資することを目的に「女性研究者学術研究奨励賞」を設置して
います。3月に開催された選考委員会で慎重に審議した結果、第 6回女性研究者学術研究奨励賞は県民健康増進支援センターの
冨岡公子特任准教授が受賞の栄冠に輝きました。おめでとうございます。授賞式および受賞者による記念講演は下記のとおりです。

4月 7・14・21日（金）に医学科 2年生を対象として、良き医療人育成プログラム「ロールモデルを探す」の授業を行いました。
4月 7日の第1回目は、車谷典男医学部長に本学の教育改革について、4月14日の第２回目は東大寺福祉療育病院副院長川口
千晴先生に障がい児医療をテーマとして、4月 21日の第 3 回目はおおい町国民健康保険名田庄診療所所長中村伸一先生に地域
医療をテーマとして、それぞれご講演いただきました。
先生方ご自身の人生の「目的」〜なぜその仕事に取り組んでいるのか？〜を学生に語り、これまでの成果と今後の夢や目標に
ついてもお話しいただきました。� ※ロールモデルとは人生の「目的」を持った生き方の手本となる人物

  Report 1 　�第 6回女性研究者学術研究奨励賞の受賞者が決定しました

  Report 2 　�良き医療人育成プログラム「ロールモデル※を探す」を行いました

「第6 回 女性研究者学術研究奨励賞授賞式」
日時：平成29年6月13日（火）17：00～18：10　 場所：基礎第一講義室
※奈良医学会総会に先立って中島佐一学術研究奨励賞授賞式と共催いたします。

【受 賞 者】県民健康増進支援センター　特任准教授　冨岡　公子氏
【研究テーマ】地域在住高齢者の健康長寿を規定する要因

授賞式・
受賞者による
記念講演

4月 7日　車谷先生 4月14日　川口先生 4月 21日　中村先生

´



講演の後、学生は講演のテーマに沿って出された課題をグループ毎に話し合い、代表者がグループワークのまとめを発表し、講演者
やコーディネーター、他の学生との質疑応答に臨みました。
授業前に行ったアンケートでは、ロールモデルがいると答えた学生は 26 名（22.6％）で、その半数13 名は、具体的なロールモデル
として親族を挙げていました。３回の授業終了後に行ったアンケートでは、授業を通してロールモデルに出会えたと答えた学生は、
58名 (50.4%)でした。この授業が、自分自身の人生の目的について考える機会になったかどうかについては、「大変そう思う」および
「そう思う」と答えた学生は、81名 (71.3％ )という結果でした。

①あなたにはロールモデルが� �
いますか

②①で１．はいと答えた人に聞きます� �
それは具体的にどのような人ですか

③①で２．いいえと答えた人に聞きます
ロールモデルに今後出会いたいと思
いますか

●授業前のアンケート

●授業終了後のアンケート
①３回の授業を通して、ロールモデルに出会えたと思い
ますか

②今回の講義は自分自身の人生の「目的」について考え
る機会になったと思いますか

新学期が始まりすぐの授業で、講演の後にはレポート作成、グループワーク、発表があり大変だったと思いますが、学生達は真摯に
講演を聞き、積極的にグループワークに取り組んでいました。
グループワークの課題の中には、学生には少し難しいものもありましたが、限られた時間の中で話し合い、それぞれの答えを見つけ

だしていました。
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  Report 3 　�女性研究者支援センターの体制

学長：細井�裕司

女性研究者支援センター
センター長：�車 谷 � 典 男�（医学部長）
マネージャー：�須 﨑 � 康 恵�（講師）
コーディネーター：�吉 元 千 陽（総合周産期母子医療センター�助教）
� 裏 山 悟 司（生物学�助教）
� 長井�美奈子（消化器外科学�診療助教）
事務局：�研究推進課

女性研究者支援センター運営委員会
委員：センター長
� 杉 山 　 孝�（総務・経営担当理事）
� 齋 藤 康 彦�（第一生理学�教授）
� 川 口 昌 彦�（麻酔科学�教授）
� 大 林 千 穂�（病理診断学�教授）
� 小竹�久実子�（在宅看護学�教授）

  Report 4 　新しいコーディネーターの就任について
水野文子先生と岡本希先生のご退職に伴い、平成 29 年度より生物学の裏山悟司先生と消化器総合外科学の長井美奈子先生の
お二方が、コーディネーターに就任されました。

生物学　裏山�悟司先生
2017 年度よりコーディネーターを務めさせていただく生物学教室の裏山悟司です。
女性研究者支援センターの活動事業の一つとして、子育てや介護を担う女性研究者の支援がありま
す。私自身、現在 0歳の娘の育児に“なんとか”参加しておりますが、“なんとか”レベルの参加で
あるにも関わらず、育児は本当に大変なものだと身を以て実感しています。この私の“なんとか”の
育児と本学での仕事との両立は、現所属をはじめとした周囲の方のご理解とサポートのおかげです。
私自身が子育てと仕事の両立に格闘している最中であるからこそ、お力になれることがあると思いま
す。男女を問わず、子育てと仕事の両立にお悩みを抱えておられる方は、是非とも女性研究者支援セ
ンターにご相談下さい。また、女性研究者支援センターは女性研究者の支援だけでなく、本学で働く
すべての教職員が働きやすく、学生が学びやすい環境の構築を目指して様々な活動を行っております。そのような活動に、少しで
も協力させていただきたいと思っておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

消化器・総合外科学　長井�美奈子先生
女性研究者支援センターでは、女性医師・研究者のキャリア向上の支援のための様々な活動をして
おり、ワークライフバランスが注目されている現代において重要な役割を担っていると考えます。
私自身、消化器外科という男社会の中に身をおき、そこで感じたことや得られた経験が微力ながら
女性研究者の方々の支援に繋がればと願っております。どうぞよろしくお願いします。



［編集後記］
　４月もゴールデンウィークもあっという間に終わり、梅雨の季節とな
りました。平成29年度は、運営委員やコーディネーターの先生方も大
幅に変わり、センターは新体制となっています。新しい運営委員やコー
ディネーターの皆様のお力をお借りして、これまでの活動を充実させな
がら、新たな活動にも取り組んで参りたいと思います。今年度もどうぞ
よろしくお願い致します。
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　FD・SD講演会を実施します
� 平成 29年度FD・SD講演会
� （奈良県立医科大学・同志社女子大学　学術交流に関する包括協定に基づく講演会）

３月３日（金）、本学女子学生と女性医師の交流会を開催しました。
社会医療法人健生会土庫病院消化器病センター横谷倫世先生にお越しい

ただき、医学科学生４名、研修医2名、女性研究者支援センターマネージャー
須﨑先生、コーディネーター水野先生が参加されました。
BSL（Bed�Side�Learning）や臨床研修の様子、将来の夢や進路について、
学生と教員、先輩と後輩、同級生や同僚といったいろいろな立場から語り
合う時間となりました。
今年度も開催予定です。ご興味をお持ちの方は、センターまでご連絡く

ださい。

  Report 5 　�女子学生・女性医師の交流会第５回「En�女医Café」を開催しました

3 月10日（金）、本学医療安全推進室と共催で女性研究者支援センター研修�
会・医療安全管理研修会「ハラスメント防止研修」を開催しました。講師に公
益財団法人21世紀職業財団客員講師の深海慶子氏をお招きし、職場における
ハラスメントについて、医療現場で起こった実例を交えてご講演いただきました。
深海先生は、組織は、働く人の尊厳や人格が大切にされる社会を目指して
ハラスメント対策に取り組むことが重要であり、組織で働く人達は、それぞれ
の立場で職場環境改善を目指して協力し、互いに話し合うことが大切だと話
されました。
当日は104 名の教職員が参加し、開催後のアンケートでは、「具体的な事例が

ありわかりやすかった。」、「自己の言動を振り返る良い機会となった。」、「実例の
紹介がとてもわかりやすくよかったです。」といった感想を多数いただきました。

  Report 6 　�ハラスメント防止研修会を開催しました

 Ⅰ「現代社会における女性―ジェンダーギャップと女性の貧困―」
【講師】谷�直之先生（同志社女子大学現代社会学部教授）

 Ⅱ「本学における男女共同参画の現状」
【講師】須﨑�康恵先生（女性研究者支援センターマネージャー）

【日時】平成29年6月16日（金）17：30～19：30� 【場所】奈良県立医科大学　臨床第一講義室
【対象】教職員、学生、一般


